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研究成果の概要（和文）：本研究では，手の身体モデルを変容させるための実験パラダイムを構築し，身体意識
（運動主体感と身体所有感）と身体モデル（脳内身体表現）の変容との関係を調査した．手の身体モデルの変容
度合いを評価するために提案した指標によって，仮想手が自己の手だと感じるグループでは， 手の身体モデル
が変容していることを明らかにした．しかし，自己の手だとは感じていないグループでは変化が見られなかっ
た．また，外見的類似性の低い仮想手（骨格提示，光点提示）においても身体意識が成立することから，外見的
類似性が必要不可欠な要因ではいことを明らかにした．さらに，対象物把持時の力覚は身体意識を促進すること
も明らかにした．

研究成果の概要（英文）：In this study, we investigated the relationship between bodily 
self-consciousness (sense of agency and sense of body ownership) and the relearning of the body 
model (body representation in the brain), using an experimental paradigm we built. The body model of
 the hand revealed that the body model of the hand was relearned in the group who felt that the 
virtual hand was their own hand, by two performance indexes we proposed. However, no change was 
observed in the group that did not perceive the virtual hand as their own. In addition, bodily 
self-consciousness was established even with the virtual hands (a skeleton hand and a light-points 
hand) with low appearance similarity. This indicates that appearance similarity was not an essential
 factor. Furthermore, the force sensation in a grasping task activated bodily self-consciousness.

研究分野： 認知科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では，身体所有感と手の身体モデルの変容との関係，外見的類似性と身体所有感の関係，力各情報と身体
意識との関係について報告し，さらに身体所有感が成立している場合に身体モデルが変容することを報告した．
これらの結果は，身体意識の成立条件を解明する上で非常に重要であり，さらに義手などのリハビリテーション
において貢献できる可能性がある．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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